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問題・目的 

Ekman & Friesen（1969）の提唱した表示規則につ
いての研究（Matsumoto, 1990; 中村, 1991; 趙, 2002）
は，文化比較を通して検討されてきた。しかし，こ

れらの研究は，感じている感情をどの程度表情で表

すのかについて検討しているが，感情表出偽装経験

については検討されていない。ところで，感情表出

偽装経験について検討した井上（2008）は，日本人
大学生を対象として，表情表出の隠蔽および擬態経

験を質問紙で尋ねているが，文化差は検討されてい

ない。Matsumoto（1996）は，日本の文化と社会が集
団中心と地位の区別の 2 点を存続させることを重視
しており，表示規則がこの 2 点を人々に周知徹底さ
せていると指摘している。一方，中国の文化も日本

と同じように，集団主義と地位の区別を重視してい

るが，多少違いがある。そのため，本研究は，6つの
基本感情の表出偽装経験が異なるかを，日中比較を

通して検討することを目的とする。 
方法 

調査対象者	 日本の大学生 75 名（男 33 名，女
42 名），中国の大学生 98 名（男 48 名，女 50 名）
であった。 
質問紙	 日本語版は，井上（2008）の質問紙を

参考にし，以下の質問紙を作成した。6 つの基本
感情（喜び，悲しみ，驚き，恐れ，嫌悪，怒り）

について，（１）隠蔽経験があるか（4 件法），そ
の際どんな表情（a. 無表情，b. 悲しみ，c. 嫌悪，
d. 恐れ，e. 喜び，f. 驚き，g. 怒り）を表すか，
（２）擬態経験があるか（4 件法），（３）隠蔽ま
たは擬態経験の際の具体的状況（自由記述）であ

った。中国語版作成に当たっては，まず日本語版

から中国語版へ翻訳し，それから中国語版から日

本語版へ翻訳し，翻訳の妥当性を比較検討した。

異なる中国人留学生（N1 満点，日本語教育または
国語教育所属）通訳協力者３人にそれぞれ１回翻

訳してもらい作成した。 
手続き	 日本での調査は，授業の時一斉に実施

した。中国では，一部は授業の時一斉に実施し，

残りの一部は調査協力者の教員に頼んで，授業で

一斉に実施し，1 週間後回収した。 

結果 
6 つの感情それぞれの抑制経験について，国（２）

×性別（２）の２要因分散分析を行なった。国，性
別の各感情の抑制経験の平均と分散分析の結果

は table 1 に示した通りである。国の有意な主効果
は，驚き（ F(1, 169)=7.18, p<.01），嫌悪（ F(1, 
169)=4.33, p<.05）と恐れ（F(1, 169)=3.43, p <.10）
において見られ，驚きと恐れは中国の得点の方が

高く，嫌悪は日本の得点の方が高かった。一方，

性の有意な主効果は，驚き（F(1, 169)=8.14, p<.01）
と喜び（F(1, 169)=12.77, p<.001）において見られ，
いずれも男の方が女よりも得点が高かった。しか

し，国×性の交互作用は見られなかった。 

また，各感情を抑制する時に表出する感情につ

いて，性別および男女込みで，国×感情の χ2検定

を行なった。性別では，全ての感情において有意

差は見られなかった。男女込みでは，恐れ

（χ2(5)=9.59, p<.10）において傾向差が見られ，残
差分析から，日本は無表情が多く，中国では喜び

と驚きが多い傾向がみられた。 
考察 

本研究では，驚きと恐れは中国の方が抑制し，

嫌悪は日本の方が抑制するという国による違い

がみられた。また，恐れの隠蔽では，中国人は喜

びと驚きを表出し，日本人は無表情を表出すると

いう傾向が見られた。男の方が女よりも驚きと喜

び抑制するという共通の特徴もみられたが，類似

性の高い日本と中国でも差異があることが明ら

かになった。今後より詳細な比較研究をする必要

があるのではないだろうか。 
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